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contentfrom 120ccofinitialcontentittook9,
7and5monthsintlleCaseOfloo,200and30oC

.respectively･WhenPtuggedwithcotton･itw.as

neededabove10or8monthsatthetemperature
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asatthCupperlayerwhenthebreedingperiod
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increased.

5_Watercapacitiesof'saw-dustandthOsc

ofvermiculitewerealmosttIleSame.

SeasonalPrtvatenceofFlies)-AOsaka.EcologicalStudiesoftheFliesofMedicalImportance.

ⅠⅠⅠ.KazuoBtJf';I(OsakaPrefecturalInstituteofPublicHealth)ReceivedJan.31,1959.

BoLyu･Kagaku,24,47,I1959.(with Englishresume,53).

11･ 大阪における組の季節的消長半 ､雌族重要群の生惜学的研究 節3鰍 武術和雄 (大阪肘立

花生研究所) 34.1.31受理

大取府吹田市の市田地において'1953年5月より1955年12月に至る3ヶ年臥 瓜の臓物を誘引群とす

る金網 トラップを用いて蝿の採袋を行った. 本報告は各種類の季節的消長についてのべ,あわせて

金網 トラップによる採災法についての方法論的考究を行い, トラックの椛近あるいは誘引物や設班

秘所のちがいによって採頒される塊の群災構成は興った船架がえられるとの結論をえた.

わが国における蝿の季節的消長に関する調査は全国

各地で行われており,1951年以来日本衛生動物学会で

計画された蝿調査班 (班長小林昭治郎博士)によって

その成約が毎年盤理発表せられた.これらの諮某紙を

通覧すると種類毎の消長についての研究は甚だ少く,

同属問においても超による生態学的差異がかなり重要

な意義をもつものであり,今後の駆除対策の上からも

さらに細分類による調査が必要と･されている.著者は

大阪における調査を1951年泉大枠市8)において,1952

年茨木市2･9㌧ 1953-5年吹田市三一3-10-127において行っ

てきた.蛇の季節的消長は気院的影響が大きいから,

地方によってかなりの相異が認められるが,同じ地域

においても年によって若二I二の相異があらわれることは

免れえないであろう.この報告は1953年5月J:り1955

年12月に至る3ケ年間同一地点で継続して調査したも

ので,各班類についての消長を生態学的に究明しよう

と試みたものである.

本研究を行うにあたり,終始抑指等をたまわった小

林暗治郎博士および大阪市立大学医学部田中英雄教授

に対し厚くお礼を申しあげる.

調査地点付近の概況および調査方法

調査を行った場所は大阪府吹田市の中心矧こある探

鎚所の庭で,住宅摘店などの密果した代表的な市田平

坦地である.周辺において雌の蛸袋し,発生辞と考え

られる環境は一朝家島の政所,空地に散見される肥料

溜がある程皮で,鍵田芥などの集硫場所はみられない.

しかし採袋地点と隣接して環境施設の恋い公設市場が

あり/魚介類や食品や縫物の周辺には雌の蛸腿が著し

かった.採矧 ま衛生動物学会で指定された垣径 25cm,

高さ 30cm,脚高 2cm の円筒形の金網 トラップを班

用し,比の誘引群として魚の臓物をトラップの下面に

おいた.採班はおおむね海退一回,年lJ'J9時から年後

5時まで桁天の日を迭んで,日中に日雌のできない雑

群の%'iった一定の地.LI.iにおいて継続した.

調 査 成 績

調査期間中に採irlされた蛇の柾矧 ま11屑24種で,お

のおのの雌雄別採柴桐休数は第1表に示しT=とおりで

ある.このなかから符生学的に重要な柾類t･,採災個

*本和.缶の班要は昭和29年4月6日 日本術生動物学会(束京)および昭和29年10月4日 日本公衆衛生学会

(東方く)にて光宏.
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Table1. Species,numbersand sex-ratiosofthefliescollectedbyacagetrap,

Finwhicllfishentrailswereputasbait,duringtheperiodfrom May,1953to●DさC.,

1955atSuitaCity,-OsakaPrefecture.
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体数の比較的多いものについて雌雄別の季節的消長を

･第1図に示した. この図は各回における種琉別採決個

体数72を,基準緑から18g("+1)の嘩雛にある点を

結んで作図したもので,兆準線から上面は雌を下面は

雄を示している.またこれらの軽現の雌碓比 (8/?)

の季節的変遷については第2図に示し7:･気温は毎月

の旬間平均気温を,大阪市内にある別院所の記録にも

とづいて示したもので,調査地点の気温とは殆ど大差

はないものと考えられる.

全殻的にみてこの トラップに捕災された担税はクロ

バ工科に同するものが旺倒的に多い点では従来の知見

と全く同様である.また雌雄比についても全般的に雌

が多く採災されるが,ニクバェ科の柾瑞ではむしろ雄

が多く採弧される憤向を示している.

考 察

金網 トラップによる採頒法の方法論的考察 :本調査

に-鰍 こ広く用いられている採災方法は,瓜の臓物や
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動物の屍体,酒柏などを用いて塊を誘引する方法がと

られているのが普通である. これは一定の餌に対する

蛇の化学的趨性を利用し,飛来してくる成虫を捕袋す

る方法であるが,この場合特定の誘引物に対する刺戟

反応が種類によってどのように異ってくるかについて

は殆ど未解決の領域をこえない.たとえば著者の成約

を至近距離にある京都における 渡辺18)の成約と比較

すると,採集された蝿はかなり異った群災構成を示し

ており, これは蝉に地理的な差異だけでなく誘引物の

相異も多分に彫響しているのであろう.また同じ餌で

も新鮮の皮合いあるいは腐敗の程度によって差異があ

らわれるかも知れず,同一種祝でも雌雄問において示

す反応の相異はありうるであろう.

トラップを設EFIIllする場所が屋内4-6)であるか員外で

あるかによって採鎖される蝿の群災描成は著しく只っ

ており,屋内の場合,台所や居室4-6'あるいは便所7)

によっても臭ってくるし,屋列の場合は木蔭と日向13)

とでは採火される群班に多少の差異が認められている.
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Fig.1. Seasonalprevalenceoffliestrappedby
acagetrapattilebackyardofSuita Health
Center,SuitaCity,05akaPrefecture.Ordlnates
indicate log(n+.1),wherelJisthenumberof
individuaLTheuppermostcurverepresentsthe
trendofmeantemperaturefortheearly,m呈ddtc
andlateperiodsofeverymonth.

また トラップの拭迄や材料の相異が採災されろ妃の詳

報相成に只った仔哲を与え13㌧ 同じ稲造のトラップで

も脚のJd低も雄皆する11'ことは旺日に偵することで

ある.

.この3.'3盃の目的が,ある特定の地域内における各班

の雌の popu】ationが環的要因にともなって季節的に

どのように変造してゆくかをしろうとするのであるか

ら,まえに述べた粒々のm軌忘を充分考慮し,さらに

多くの観賀iと分析が必出であるとj出われる.したがっ

てこの湘丑結栄から3!JZf地付近の地相を群雄生態学的
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Fig.2. Sex-ratioaccordingto_seasonalsuccession,representedby

percentagenumberoftilefemale.

に解析しようとすることはかなり無理があると思われ

るので,本報では各種賛毎についての季節的活動の様

相を解明するにと めゞたい.また各地の知見を比較考

窮するために主として佐藤 ･加納 ･飯田(東京)18㌧ 末

永(福井県鯖江)16㌧ 渡辺 (京都)18,および末永 (長崎

県諌早)17)の成田を参考とした.

各種額の消長様相 ･

FanniascalarisFabr.:本超はわが国ではとくに

位所.1こ軍く発生する荷生学的に重要な担類で･t屋内に

おいでは F/canL'cularis と混槙しているのが普通で

ある.一本実験ではトラップに採貸された数はあまり多

,くなく,本柾の占める組成比も甚だ'小さいが,波辺の

成銃では812% とかなり高軍を示してい草･'4月上旬

より活動をはじめ,5-7月に最も多く採柴される.8

月以降には活動が非常に衰えて少数ずつの個体がとれ

るにすぎず,10月下旬には活動を停止する.これを従

来 の知見により各地の成約と比較すれば, 仙台では

Fannia屈 (恐らく2校が沈積していると考える)は

4月から12月まで活動し,最盛期は 6-7月に4)らわ

れ,鯖江でも㍑月下旬まで活動をつ けゞている.京都

では3月より12月にかけて活動し,6,7月が虎盛期で

あり,諌早では4月中旬ないし5月下旬より7月中旬

ないし8月上旬にかけて活動し最盛期は5月下旬ない

し7月中旬にあらわれている.各地とも盛夏以降は活

動が非常に衰えることは本成約と同一の憤向を示して

いる-.

Op砂ra-nlgraWiedemann:トラップに採托され

た個休数が少く,かつ殆ど雌が大半で雄は甚T:'少い.

活動期間は5月上旬から10月上旬にわたるが,斑盛期

はおおむね 6-7月と考えられ,盛更には活動が非常

に衰え,秋季に幾分飲むする.滋辺は昆外において採
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災される雌のうち 0♪hyra 屈の示す組成比は割合に

高く.(12.8%).また IeucosLomaが nigraにくらべ

てはるかに個体数が多くとれているが,一万川本7)は

政所に飛来する蝿の中で Oz,kyta の示す組成比は最

高を示し,-nigraがとくに多いと報告している.餌江

における末永の成続では Zeucostomaの方が nigra

i:りや 多ゝく,Ophyra は全体の約 3.4% を示し,

諌早では IeLLCOSlo7nクが nigla の約2倍を示し,

Ophyraは約 2.4% を示している.著者の成約では

Ophyra の示す割合は 0･18% ､と甚だ低く, また

Ie.a;ostomaと較べて nz'gra の方が数の上では圧倒

的に多い.このように各地ともかなり異った成約を得

ており,これは環境の相異にも.とづくも､のか採災方法

とくに誘引餌の捗蟹によるものか,今のところこれを

解明する手がかりはない.本種の活動期間は鮪江では

6-10月で最盛期は9月,京都では5-11月で最盛期

は 7-8月,諌早では4月下旬ないし5月中旬より10

月上旬ないし11月中旬で,声盛期は.5月と10月にあら

われ,南に向うほど活動開始の時期や最盛期が早くな

る幌向を示している.

MuscinasふbulansFallen:活動期間は4月上旬

よblO月下旬で,雄は4月下旬から採光されている･

殻盛期は5月で盛夏以降には活動が著しく衰え,.雄は

全くとれなくなる.鮪江では3月中旬に活動を開始し,

5,6月が最盛糊で感受以降 は衰えるが12月中旬まで

活動は維持されている. 京都至は3月より11月まで

活動をつ けゞ,最盛期は5月に, 諌早 (stabulaTZSと

a〃gusLifroIZS両環を含めて) では2月より12月まで

活動し, 最盛期は4月下旬ない.し6月中旬にあらわ

れる. 大阪では冬季にも採袋きれる柾斑で (組成比

2.04%)1㌧かつ雄がとれることから冬でも暖かい別こ
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は活動をつ けゞ,ある程度の羽化がみられるものと考

克られ,恐らく年中成虫の活動がつゞくものと思われ

る.最盛期が5月前後である点は各地とも共通である.

Callip710ragrahaml'Aldrich:年度により活動の

様相が若干異っている.53年の夏季における活動け止

は7月中旬で11月上旬に朽現し,5-1年は8月上旬で10

月中旬に再現し.55年ではそれよりも約1ケ月早い7

月上旬に活動を停止して9月下旬に再現している.こ

のようなずれの生じた原因として,55年7月は平年に

較べて比較的高温であったことが活動停止を早めたも

のと考えられる.また54年の晩秋には他の年度と較べ

て個体数がかなり増加しているが, これは11月中～12

月上旬に比較的気温が高かったためであろう.本極は

盛夏に活動を停止するほか年中活動をつ けゞ,損盛期

は4月下旬より5月下旬にかけてあらわれ,54年には

12月上旬に第2の山があらわれている.しかし秋～冬

季にかけて採班きれるのは殆んど雌ばかりであるから,

2次的な発生は非常に小さいものと考えられる.各地

の成銃と比較すれば,RT京では夏季における活動停止

の切間は 8･9月であり,最盛期は5月にあらわれ,

餌江では8月に停止し,虫盛期は6月に,京都では8

-10月中旬に停止して最盛期は6月,諌早では8月お

よびその前後 2-2.5ケ月間は停止し, 最盛期は5月

にあらわれている.以上の成約から各地とも最盛期が

5-6月である点は共通しており,夏季における活動停

止は年度によってその長短に変動はあると思うが,宿

に向うほどその期間が長い傾向を示し,とくに九州地

方では長いようである.

Calliz,horaわLaCoquillett:■前程と同様に大阪で

は冬季にも活動をつ けゞている軽Wlであるが1),･実際

にトラップで採旅されたのは3月申･下旬からで,夏

季における活動停止は年度によって若干の差がみられ,

53年には6月下旬に停止して11月上旬に再現し,54年

には6月中旬に停止して10月下旬に再現し,55年では

5月中旬に停止して11月上旬に再現している.探究数

が少いため放盛期は明瞭でないが,春季には4月,秩

季には11月に比較的多い.東京では4-5月および10

-12月に活動し,11月に最盛期があらわれ,鮪江では

3-7月および9-12月,放盛期は11月,京都では3-6I

月および10-12月,虫盛期は4-5月および10-11月

諌早では10月上旬より翌年5月下旬ないし6月上旬ま

,で活動し,応盛期は11月にあらわれている･.このよう

に最盛期が晩秋にあらわれる点は共通している.著者

の成矧 こおいても数式的には融李の方が非常に多いが,

この時期に雄のとれることは甚だ柿であり,秋季の山

は題記した餌の羽化による一時的な増加に起因するも

のと考えられる.s柑hamF'と軟べて実字活動符止の
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期間は井関に長く,平均温度が200をこえろと活動は一

全く停止している.

､ Tn'cercEoZ･Jga･Call2'phoroz'desRohdcndorf:2月

下佃より5月上旬にかけて活動し,秋季には甚だ稀に

採B主されるにすぎない.餌江,京孤でも秋季にも任か

に採Lfきされているが,その発生は非詔に小さいものと

考えられる.採災数が少いので最盛期は明紀でないが,

摂して4月に多くとれている･東京では 4-5月に採

托され,餌江では3-5月および10-12月,京都では

3-5月*'よぴ11⊥12月,諌早では2月上旬より5月

上旬にかけて採免きれる.最盛期は諌早では明らかで

ないが,その他の地方はいずれも4月にあらわれてい

る.本位は Iataと同様にgrahami･と較べて非常に

低温時に活動する琵Flであると考えられる･

TribeLucitLlilZL': トラップで採用された蛇のなか

で最も高い組成比を示し,屋夕日こおける蛇桁の主要な

相成を示している.採邦されたキンバエ族は6疎放を

含み,L'llusL'･is,serz'caLa,α少rinaの3位で代去さ

れるが, この3位の季節的消長は互に異った様相を示`

している点で注目すべきである.

Luc,･lia,･llusL,･isMeigen:31月下旬ないし4月上'

旬に活動をはじめ,最盛期は5月申･下旬より7月に

かけてあらわれるが,盛夏以降は活動が非常に設え,

11月上旬ないし12月上旬に活動を停止する･就京では

5月より11月にかけて活動し,最盛期は 5T6㌧月にあ

らわれ,a,':江では4月から12月,最盛期は6月,京拓

では4月から11月,最盛期は5⊥6月∴諌早では3月Ffl

･下旬から11月中旬ないし12月上旬,最盛跡ま5月中

旬～6月上旬および10月の2回あらわれている･各地

とも5-6月にかけて最盛期があらわれているが,若者

の成駅では必ずしもこの時期に著しい山はあらわれず,

春より夏にかけて波動的な増減を示している･拓動詞

始の時期は南に向うほど早いように思われる.

Lw'liaseriaztaMeigeli:4月上旬に活動をはじ

め,5月申･下旬頃から最盛期に入るが,年度によっ

て幾分異った消長を示している.53年は夷安に向うに

したがって活動は徐々に衰えてゆき,8月下Egには著

しい谷をつくり,9月には幾分供配している.54-55

年においては6月に活動が幾分衰えるが,5月より9

月にかけてが疲盛期とみられ,波動的な増減を示tして

いる.:10月にはいると個件数も少くなり,11月上旬な

i.lL下旬頃活動を停止する･各地の成銃とも活動期間

や最盛期が iLlusLrt'Sと甚だよく一致している･

～LuciliaチuP,inaWiedemann‥ トう ップに採集

された個体数が最も多く,組成比 44.7% を示していl

る.これと較べて京都では非常に少く (1.1%),餌江,

では喋か 0.09% を示すにすぎず,地域的に非常に差
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があらわれている.3月中旬ないし4月中旬giから活

動をはじめ,これより10月にかけて波動的な吋減を示

し,9月には著しいピ-クをつくる.11月にはいると

活動は急政に衰えるが,12月上旬ないし下旬まで活動

は維持される.東京では5月より11月まで活動し,皮

盛期は9-10月にあらわれ,鮪江では6月中旬に少数

採砧されているがその後は消失して9月から11月にか

けて活動し,鼓盛期は9-10月に,京都では5-10月

で最盛矧 ま9月,諌早では4月上旬ないし6月上旬よ

り11月中旬ないし12月上旬,最盛期は5月および 10

-11月にあらわれる.いずれも顕著などークが秋にあ

らわれる点で本成約と一致する .

Sarcophaga mela'tura Meigen, S･peregT･ina

Robineau-Desvoidy:一般住家の班池や肥料溜から

広く発生する担瑞で, トラップに採袋されたニクパ工

科は両校が犀占する.両種とも活動期間には殆んど差

が認められず,4月上旬ないし下旬頃から活動をはじ

め,5月から9月にかけて多くとれているが,その消

長は汲動的であり, とくに顕著な山はみられない.

meldnuraは盛夏には活動が一時衰えるが,10月には
I∫
いると両種とも非常に襲えて10月下旬ないし11月中旬

にかけて活動を停止する.東京 ･鮪江では両種とも5

月より11月にかけ'て活動し,最盛期は東京では7月,

鮪江では6月に,京都やは4-11月に活動し,最盛期

は melanuraが 7-8月,pe･egriTZaが 6-8月,

諌早では 4-5月から9-12月にかけて活動するが,

その活動期間は Peregrina の方が比較的長く,忠盛

矧 まme,Tanuraが 6-7月,i,eregl･inaが 7-8月

および9月にあらわれている.本種の活動の山が夏季

にあらわれるのが各地の成約である.

以上の成銃を通じて活動開始や停止の時プ乱 あるい

は成盛期は柾類によってかなりのずれが認められ,各

班の蛇の間に季節的 "すみわげ'の幌向が現れているT

この傾向はとくに Luciliaillustris,L.sericata,

L.cuタrt'naの問においてかなり明瞭に認められる.

すなわちこれらの3軽間における教員比の増減の削合

を観察すると,iltusLn'Sと sericaEaがまず活動をは

じめ,cuPlilZaはこれと少しおくれて活動をはじめる

が初夏の頃までは塁的に甚だ低い率を維持しつゞけて

いる.しかし6月中旬頃からは徐々に増加していって

前2種に追いつき,やがてLilIL,SE,･lsとse,icalaの活

動が著しく衰えはじめ cuPrinaが圧倒的に増加して

優占的な相を示すようはなる.このような状態が10月

末までつ .ゞくとcui･rinaの活動がようやく衰えはじめ,

illusEn'S と sericaEa の占める割合が増加して再び

春の状態にもどってゆく.､ このように illusLn'S と

sericaEaは互に閃逆性のある状態で周年遷移するの書こ

亭言

茄 24 巻-I

F三g.3. There一ativeabundanceofLucilz'a
illuslris(･-･･-),Lucilia'sericaLa(---1･) and
LucLllL'acLLPri77a(- )accordingtoseasonal
SuCCeSSIOn.

対し,cupn'naはこれらと全く相離反した相を示すこ

とは甚だ興味深い. このように種獄による季節的 `̀す

みわげ'の傾向があらわれるのは気侯的な因子がかな

り大きく彫響しているものと考えられよう. aLPrina

が illzLS11･is,serz'cata両極を大きく引きはなして俊

占的な相を示すようになると考えられる季節的な交替

期を第3図から観察すると,53,54年では8月上旬に,

55年では6月中旬にあらわれている.

ま と め

1. 1953年5月から1955年12月に至る3ケ年間,大

阪何吹田市の保障所の庭において魚の臓物を誘引醇と

する金網 トラップを用いて雌の採袋を行った.この地

域は市街平坦地である.

2. 探究された矧 ま11輯24種で,クロバ.L科のもLの

が最 も多く, LuciJTiacuprL'na(44.7%), Lucilia

sericata(20.1%),Callz'?horagrahami(14.8%),

LucL'liaillustT･is(13.6%) が比較的高い組成を示し

ている.

3. 主な軽質の消長様相およびこれらの種類の雌雄

比の季節的変遷については第 1図,第2図に示すとお

りで,活動開始や停止の時期,最盛期が種環によって

かなり実っている.

4. Luciliaillusfris,L.sericaLaと L.cuJ･rz'na

の問において季節的 〃すみわけ"のql向がかなり明瞭

に認められる.

6. 雌の季節的消長の調査に行われる金網 トラップ

に3:る採袋法によれば, トラップの構造あるいは誘引

物や設置場所などのちがいによって採旅される雌のTFf

脚 荷成はかなり異った結果がえられるものと考えられ

る.
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lt6sum6

1. Flieswerecollectedfrom May,1953to

December,1955bycagetrap,in which fish

entrailswereputaSbaitatthebackyard of

Suita Health Center, Suita City, Osaka

Prefecture.

2. Trapped flies were 21583 individuals

c一assifiedinto ll genera･including24species.

FamilyCallL'phoridaeareremarkablylargein

individualnumber.Ofthose, 44.7%, 20.1%,

14.8% and13.6% wereLzLCLIL'acLLt･rilZa,LucL'lia

sen'caLa,Calll'phoragrahamiandLuciliaillusEn'S,

respectiyely.Thespecies, numbersand･sex-

ratiosofflies'trappedaretabulatedinTable1.

3. Seasonalprevalenceoffliesisasfollows:

Fannla scalaris.begins tO appear in the

beginning ofApriland increasesin number

abundantlybetweenMayandJu一y.SinceAugust,

itsnumber decreases outstanding一y and 王ts

activitystopsatabouttheendofOctober.

Oph_vra nlgra begins fo appear in the

b-eginningofMayandabundantly increasesin

nufnberbetweenJuneandJuly,anditdecreases

inmidsummer.Inthefall,itsnumberincreases

again,thbugh theactualnumberislessthan

thoseofJuneandJu一y,anditsactivitystops

inthebeginningofOctober.

MtLSgt'17a S申b〝Zansbeginsto appearin the

beginning ofAprilandincreaseS王n number

abundantly 王n May, subsequent一y decreases

ろincemidsummeranditsactivitystopsat山e

endofOctober.

cclliL,horagrchamiappears′allyear round

exceptthesummertime.Somedifferencein

eachyearwasfoundin itsnon･activeperiod

ofsummer.T九eperiodstartsbetweenJulyand

August,andcontinuesuntilltheendofScptcm-

ber or the beginning of November. Such

differencemaybeinfluencedbythetemperature.

This､Speciesincreasesin numberabundantly

betweenthecndofAprilandofMay.

Calll'phbl･alaLa,whosenon-activeperiodin

summeriscomparatively longerthan thatof

grahami;theperiodstartsbetweenthemiddle

ofMayandth占endofJune,andcontinuesto

theendofOctoberorthebeginningofNovem-

ber.Thisspeciesmay be active undcr the

lowertempcraturethan 200C,themaximum

population ofthespeciesiSattainedinApril

andNovember.

TrL'ceraLoPツgaCalliphoroides willbe active

from theendofFebruarytothebeginningof

MayandtrappedfliesareVeryfewinthcfall.

ThelargestnumberwastrappedaroundApril.

Lucz.lL'ailtusLn'sbeginstoappearbetweenthe

erldofMarchandthebeginningofApril,and

increasesin numberabundantlybetween the

laterpartofMayandJuly,anditdecreases

from midsummer and itsactivitystopsbe-

tweenthebeginningofNovemberandDecember.

Luct'lE'aseJ･icaLabeginstoappearinthebegin･

nlngOfAprilandincreasestothelargenumber

from thelaterpartofMayandthenitsnumber

continuesto fluctuate tillSeptember. Since

October,itsnumbergraduallydecreases,andits

activitystopsinNovember.

LuciliacuJ･n-nabeginstoappearbetweenthe

middleofMarch and thatofApril,thenits

numberfluctuatestillOctober,Themaximum

populationappearedinSeptember,Outstandingly

itsnumberdecreasesinNovemberanditsacti･

γitystopsinDecember.

Sarcophagamelanura and Sucoz･hagai,erc･

gn'nabcginstoappearinAprilandtheirnumbers

fluctuatefrom MaytoSeptember,buthaveno
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peakofpopulationduringth王speriod.-Numbers

ofthosespeciesdecrease･inOctoberandthe王r

activitystopsbetween thecndofOctoberandI

themiddleofNovember.

.4. Regardingtilemodesofsuccessionsamong

LucE'l払illustris, L.sericataもnd L.cupn'na,

tIleSeSI10Wedthetendencyofseasona一segrega-

方言之1 番-Ⅰ･

tioninthc王rappear.lnCC.

5. Accordingtothe主nvestigat王ononseasonal

prcvalence of the flies by the cage trap

sqmpling,thestructuresofflyassociationsse,em

tobesomevariationinthestructuresoftrapT
thebaitorthesettingplaces.

AtltOeCOlogicallnvcSiigationson the Common IIou8efly, Musca domestlca vlclna,l
Survivedfrom thelnsecticidalTreatmenttittJlel｡arvhIStage.Analysis0fEcologicql

Factorsin′BiologicalAssayof∫nsecticide.ⅠIi.Harul1isaUEh,0(Wa桓yamaPIefecturAl

InstituteofHygiene,Wakayama).ReceivedJan.31,1959,BoかJ-Kagaku,24,54,1959,

(yithEnglishrisum6,59).

12･,幼虫期に薬剤処理をうけたイエバエの煽および成虫の 生態学 的 な諸性 質 に つ し､て

殺姐剤の効力試験における生物学的要因の解析 第軍報 上野晴久井(和歌山県衛生研究所)34･1･31受理

幼虫掛 こ薬剤処通をうけて生き残ったイエバエの矧 ま体現 蛸期間,■羽化率な.どいずれも鵡剤処理

をうけなかったものより劣り,この蛸より羽化した成虫も体重,産卵数,産卵期間などは対照より

劣ったが,生存日数,産卵曲線などには処理の彫挙削まみとめられなかった.1

イ エバエの終令幼虫をある潰皮の1)ンデン乳剤に浸

訳 すると,死亡するものと,生残って正常な蛸となる

･も のと,さらに変態異常を起して異常痢Itなるものが

生 じることは,すでに前報11･】･;)で報告した. このよ

う な薬剤処理をうけて生き残った個体が,その後どの

.ような行動をとるかということは;生態学的にも,近

伝 学的にも,また抵抗性の発現あるいは蛇駆除の実際

両 とも関連して,はなはだ興味深くまた重要なことで

あ る. AfifiandKnutsonl).は マラソンによる炎剤

処理に対して生き残ったイェバエ成虫の生存日数,増

Wi'推力,体式などを調査し,3代後の成虫まで対照に

.此して顕著な差は認められなかったと報じている.し

かし,DDT などの残効性の強い薬剤を用いて残留噴

霧をおこなった場合,生き残った個体の子孫が増殖す

ることにより,抵抗性が高まるのではないかというこ

とは,すでに各国において宿敵に論議されているとこ

ろである･一方幼虫に薬剤処理をした場合,生き拭っ

た幼虫の子孫による抵抗性の獲得という問題について

はまったく不明であり,またこれらの幼虫より生じた
軌成虫の生態についての報告もあまり見うけられな

い･また従来鞠短日あるL.､は双辺目の昆虫を用いて,

実験的に変態只常を起させ,異常個体を得た報告は数

多くあるが,それらの個体は,いずれも正常な生活環

を全 うすることは出来なかった. しかるに,既紺 一,

の如くリンデン処理によって得られた異常矧 ま,低率

ながら正常み成虫の羽化が認められ,交ES産卵もおこ

* 現在,和歌山県果樹園芸試堺軍紀弓ヒ牙軍勢称

.54

なっている点で非常に特異な例であり,その羽化成虫

の行動を調査することは,生態学的に興味托いことで

ある.本朝では以上の如き見地より,.イエバエの3令

幼虫に薬剤処理をおこない,生き残ったものより生じ

た正常な軌 および異常蛸と,それらより羽化して畢

た成虫について,生態学的な諸性質を明らかにしよう

としたものである.なおこの実験の一部は日本籍生軸

物学会総会で発表したが,実験を行うにあたって軽々

便宜をはかっていただいた松山雄吉所長に深く感謝の.

志を表する.･

実験材料および方法 ､

実験材料は前報同様高槻系イエバエ'の終令幼虫を用

いたが,その飼育法,材料のそろえ方などについては

節2報で詳述してあるので略する.節1報に述べたと

同様な方法で,絞温270の10% リンデン乳剤の1000倍

紋に1時間3令幼虫を浸抗したのち,1頭ずつ個別に

径 1七m,深さ 4cm のガラス管に移して280の恒温

村内に放但し,蛸化したものについて, トーションバ

ランスで蛸化翌日の蛸体重を測定し,煩期間も同時に

しらべた.また羽化してきたものについては,-羽化率,

羽化翌日の成虫体重をしらべるとともに,一定数ずつ,

帽 23cm,高さ･20cm,奥行 30cm のサラン網張りー

の飼育掛 こ移し,牛乳を幻として280の恒温群中で飼

育し,産卵培基として,魚粉と米糠を等塁に屯じて水

でねったものを径 4cm のシャーレに入れ,侮日餌お

a:び蔑卵塔式をとりかえて一銭存日払 眉 卵新などそ


